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	② 同一人馬の出場は１種目までとし、馬は選手を替えて２種目まで出場できる。
	③ 同一種目への出場は、1選手2頭を限度とする。
	④ 異なる選手が騎乗する場合でも、馬の出場は同一種目1回限りとする。
	⑤ 出場申込する人馬のコンビネーションは、公認競技会の規定演技において、58%以上の成績を人馬のコンビネーションで1回以上獲得していること。
	上記に加え、当該年度のランキングポイント集計対象期間内の全日本馬場馬術大会を除く日本馬術連盟主催・公認競技会において、出場申込する人馬のコンビネーションで各実施種目に示す(1)(2)双方の出場実績があること。
	⑥ 全日本馬場馬術選手権に出場する馬は、グランプリスペシャル馬場　馬術競技を除く他の種目に重複して申し込むことはできない。
	⑦ その他の事項は、日本馬術連盟競技会規程による。
	７．その他 実施要項において上記事項から変更があった場合は、要項を優先する。

